
  

今回の内容の内容内容

● これまでの内容まとめ
● 計算機を使った問題作成法についてを使った問題作成法について使った問題作成法についてった問題作成法について問題作成法についてについて

● N国同盟と井桁と井桁ABオペレーションの関係の内容関係



  

これまでの内容まとめ

● ナンの関係プレパズルの概要の内容概要
● ３つの内容重要なテクニックの紹介テクニックの内容紹介

● N国同盟と井桁

● ABオペレーションの関係

● チェーンの関係
● これらを使った問題作成法について使った問題作成法についてえばほとんどの内容パズルの概要は解ける解けるける



  

X1 X2 … XN ={∪X2∪…∪XN ={ ∪X2∪…∪XN ={ ∪X2∪…∪XN ={ k1,k2,…,kN} なテクニックの紹介らば

k1,k2,…,kN  X(N+1),…,X9∉ X(N+1),…,X9

N国同盟と井桁

X1,X2,…,X9 を使った問題作成法について行、列、また問題作成法については解ける３ｘ３ブロック
の内容９個のマスとするとき、個のマスとするとき、の内容マスとするとき、とするとき、



  

X1 X2 … XN ={∪X2∪…∪XN ={ ∪X2∪…∪XN ={ ∪X2∪…∪XN ={ k1,k2,…,kN} なテクニックの紹介らば

k1,k2,…,kN  X(N+1),…,X9∉ X(N+1),…,X9

N国同盟と井桁

X1,X2,…,X9 を使った問題作成法について行、列、また問題作成法については解ける３ｘ３ブロック
の内容９個のマスとするとき、個のマスとするとき、の内容マスとするとき、とするとき、



  

１国同盟と井桁

X1 ={k1} なテクニックの紹介らば

k1  X2,…,X9∉ X(N+1),…,X9

A2={5}  なテクニックの紹介らば

5  A1, A3, A4, A5, A6, A7, A8, A9∉ X(N+1),…,X9



  

2国同盟と井桁

X1, X2 ={k1,k2} なテクニックの紹介らば

k1,k2  X3,…,X9∉ X(N+1),…,X9

A4={2,3}, A6={2,3} なテクニックの紹介らば

2,3  A1, A2, A3, A5, A7, A8, A9∉ X(N+1),…,X9



  

３国同盟と井桁

X1, X2, X3 ={k1,k2,k3} なテクニックの紹介らば

k1,k2,k3  X4,…,X9∉ X(N+1),…,X9

A2 A4 A6 = {1, 2, 3} ∪X2∪…∪XN ={ ∪X2∪…∪XN ={ なテクニックの紹介らば

1,2,3  A1, A3, A5, A7, A8, A9∉ X(N+1),…,X9



  

8国同盟と井桁

X1, X2, …, X7, X8 ={k1,k2,…,k8} なテクニックの紹介らば

k1,k2,…,k8  X9∉ X(N+1),…,X9

X9 = {k9} 

k9  X1,X2, …, X7, X8  ∉ X(N+1),…,X9 なテクニックの紹介らば



  

8国同盟と井桁

X1, X2, …, X7, X8 ={k1,k2,…,k8} なテクニックの紹介らば

k1,k2,…,k8  X9∉ X(N+1),…,X9

X9 = {k9} 

k9  X1,X2, …, X7, X8  ∉ X(N+1),…,X9 なテクニックの紹介らば



  

8国同盟と井桁

X9 = {k9} 

k9  X1,X2, …, X7, X8  ∉ X(N+1),…,X9 なテクニックの紹介らば

8を使った問題作成法について含むマスがむマスがマスとするとき、がA9しかなテクニックの紹介いなテクニックの紹介らば、A9={ 8 }



  

７国同盟と井桁

X1, X2, …, X6, X7 ={k1,k2,…,k7} なテクニックの紹介らば

k1,k2,…,k7  X8, X9∉ X(N+1),…,X9

X8, X9 = {k8,k9} 

k8, k9  X1,X2, …, X6, X7  ∉ X(N+1),…,X9 なテクニックの紹介らば



  

７国同盟と井桁

k8, k9  X1,X2, …, ∉ X(N+1),…,X9
       X6, X7  なテクニックの紹介らば

X8, X9 = {k8,k9} 



  

4,5,6同盟と井桁

X1, X2, X3, X4 ={k1,k2,k3,k4} なテクニックの紹介らば

k1,k2,k3,k4  X5, X6, X7, X8, X9∉ X(N+1),…,X9

X1, X2, X3, X4, X5 ={k1,k2,k3,k4,k5} なテクニックの紹介らば

k1,k2,k3,k4,k5  X6, X7, X8, X9∉ X(N+1),…,X9

X1, X2, …, X5, X6 ={k1,k2,…,k6} なテクニックの紹介らば

k1,k2,…,k6  X6, X7, X8, X9∉ X(N+1),…,X9



  

4国同盟と井桁の内容例



  

５国同盟と井桁の内容例



  

６国同盟と井桁の内容例



  

ABオペレーションの関係

● 3x3ABオペレーションの関係

● 井桁ABオペレーションの関係

k  が A∩B の内容どの内容マスとするとき、にも入らないならば入らないならばらなテクニックの紹介いなテクニックの紹介らば
k  は解ける A∩B の内容どの内容マスとするとき、にも入らないならば入らないならばらなテクニックの紹介い



  

A = {E1, E2, E3, E4, E5, E6, E7, E8, E9}

B = {D4, D5, D6, E4, E5, E6, F4, F5, F6}

とすると

A∩B = {E4, E5, E6}  (橙色）

A∩B = {E1, E2, E3, E7, E8, E9}  (ピンの関係ク色）

A∩B = {D4, D5, D6, F4, F5, F6}  (黄色）



  

3x3ABオペレーションの関係

この内容黄色の内容所に に 2 がなテクニックの紹介ければ

この内容ピンの関係クの内容所に にも入らないならば 2 は解けるなテクニックの紹介い



  

k  が A∩B の内容どの内容マスとするとき、にも入らないならば入らないならばらなテクニックの紹介いなテクニックの紹介らば
k  は解ける A∩B の内容どの内容マスとするとき、にも入らないならば入らないならばらなテクニックの紹介い

A∩B = 橙色の内容マスとするとき、

A∩B = ピンの関係ク色の内容マスとするとき、

A∩B =黄色の内容マスとするとき、

A = 第7列ブロックの内容マスとするとき、

B = 3x3ブロック



  

A = B行ブロックとC行ブロックの内容マスとするとき、

B = 第３列ブロックと第８列ブロックの内容マスとするとき、

とすると

A∩B = {B3, D3, B8, D8}  (橙色）

A∩B = A∩Bを使った問題作成法について除いたいた問題作成法についてB,C行の内容マスとするとき、 (ピンの関係ク色）

k  が A∩B の内容どの内容マスとするとき、にも入らないならば入らないならばらなテクニックの紹介いなテクニックの紹介らば
k  は解ける A∩B の内容どの内容マスとするとき、にも入らないならば入らないならばらなテクニックの紹介い

A∩B = A∩Bを使った問題作成法について除いたいた問題作成法について第３，８列の内容マスとするとき、  (黄色）



  

3x3ABオペレーションの関係 井桁ABオペレーションの関係



  

２つの内容ABオペレーションの関係の内容違いい

● 集合A,Bの内容取り方り方方

● ３ｘ３ブロックABオペレーションの関係では解ける、3x3ブロックと
行また問題作成法については解ける列ブロック

● 井桁ABオペレーションの関係では解ける、行ブロックと列ブロッ
ク

● 井桁ABオペレーションの関係は解ける、行ブロック、列ブロック
の内容数が同じで２以上４以下が同じで２以上４以下



  

３井桁ABオペレーションの関係



  

4井桁ABオペレーションの関係



  

問題を使った問題作成法について解けるくアルゴリズム（手順）アルの概要ゴリズム（手順）手順）

[1] １国同盟と井桁を使った問題作成法についてできるだけやる。

[2] 8国同盟と井桁を使った問題作成法についてやってみて、適用できたらできた問題作成法についてら[1] へ戻る戻るる

[3]　3x3ABオペレーションの関係を使った問題作成法についてやってみて、適用できたらできた問題作成法についてら[1] へ戻る戻るる

[4] ２国同盟と井桁を使った問題作成法についてやってみて、適用できたらできた問題作成法についてら[1] へ戻る戻るる

[5] 7国同盟と井桁を使った問題作成法についてやってみて、適用できたらできた問題作成法についてら[1] へ戻る戻るる

[6]  2井桁ABオペレーションの関係を使った問題作成法についてやってみて、適用できたらできた問題作成法についてら[1] へ戻る戻るる

[7] 3国同盟と井桁を使った問題作成法についてやってみて、適用できたらできた問題作成法についてら[1] へ戻る戻るる

[8] ６国同盟と井桁を使った問題作成法についてやってみて、適用できたらできた問題作成法についてら[1] へ戻る戻るる

[9] 3井桁ABオペレーションの関係を使った問題作成法についてやってみて、.適用できたらできた問題作成法についてら[1] へ戻る戻るる

[10] 4国同盟と井桁を使った問題作成法についてやってみて、適用できたらできた問題作成法についてら[1] へ戻る戻るる

[11] 5国同盟と井桁を使った問題作成法についてやってみて、適用できたらできた問題作成法についてら[1] へ戻る戻るる

[12]  4井桁ABオペレーションの関係を使った問題作成法についてやってみて、適用できたらできた問題作成法についてら[1] へ戻る戻るる



  

N国同盟と井桁

ABオペレーションの関係

チェインの関係

それ以上

⇒ニコリの内容問題が解けるける

⇒ 国内の内容ナンの関係プレの内容最高難度のの内容
　　問題集が解けるける
　　（手順）ほとんど人手では解ける無理）

⇒ワールの概要ドクラスとするとき、
ランの関係ダムチョイスとするとき、（手順）仮置き）をき）を使った問題作成法について
使った問題作成法についてえば100%解けるける 

N国同盟と井桁とABオペレーションの関係が完璧にに
できればニコリの内容問題は解ける解けるける。



  

ニコリの内容ホームページにある問題にある問題
を使った問題作成法について解けるいた問題作成法について結果

番号 １国 ２国 ８国 3x3 行列 チェ

１ 381 0 39 2 0 0

２ 395 1 26 1 0 0

３ 374 1 32 3 0 0

N国同盟と井桁 ABオペレ
ーションの関係

チェインの関係



  

チェーンの関係

● 強力な方法だが、使うのが難しい高等テクニック。なテクニックの紹介方法についてだが、使った問題作成法についてうの内容が難しい高等テクニック。テクニック。
● 色々なバリエーションがあるが、基本原理は同じ。なテクニックの紹介バリエーションの関係があるが、基本原理は解ける同じ。
● 数が同じで２以上４以下学的な原理は背理法。なテクニックの紹介原理は解ける背理法について。
● 井桁は解けるチェーンの関係の内容１つとみなテクニックの紹介すことも入らないならばできる。



  

F3 = 4

 ⇒ D3 ≠ 4 

 ⇒ D8 = 4

 ⇒ B8 ≠ 4

 ⇒ B3 = 4

 ⇒ F3 ≠ 4

矛盾



  

先ほどの例の一般化（チェーン）ほどの内容例の内容一般化（手順）チェーンの関係）

● 数が同じで２以上４以下字をつないで奇数回で元に戻る物を探すを使った問題作成法についてつなテクニックの紹介いで奇数が同じで２以上４以下回の内容で元に戻る物を探すに戻るる物を探すを使った問題作成法について探すす
● つなテクニックの紹介ぐことができるの内容は解ける

同じ行にある同じ数が同じで２以上４以下字をつないで奇数回で元に戻る物を探す

同じ列にある同じ数が同じで２以上４以下字をつないで奇数回で元に戻る物を探す

同じ3x3ブロックにある同じ数が同じで２以上４以下字をつないで奇数回で元に戻る物を探す

同じマスとするとき、にある異なる数字なテクニックの紹介る数が同じで２以上４以下字をつないで奇数回で元に戻る物を探す
● 偶数が同じで２以上４以下番目、また問題作成法については解ける奇数が同じで２以上４以下番目の内容リンの関係クは解ける同じブロック

内に選択肢（手順）同じ数が同じで２以上４以下字をつないで奇数回で元に戻る物を探す）が２つの内容み⇒強リンの関係ク



  

D

E

F

G

H

I

7 8 9

よって　H7 ≠ 1

H7 = 1  ⇒ I9 ≠ 1 ⇒  I9 = 3 
            ⇒ E9 ≠ 3 ⇒  E9 = 4
            ⇒ H9 ≠ 4 ⇒  H7 = 4
            ⇒ H7 ≠ 1



  

C8≠4 ⇒  C5=4  ⇒ A4≠4 ⇒  I4=4  ⇒ I8≠4 ⇒  C8=4

よって　C8 = 4



  

ミニボックスとするとき、付きのチェーンきの内容チェーンの関係



  

なテクニックの紹介ぜ２つの内容マスとするとき、を使った問題作成法について１つにまとめてよいの内容か？

A8=8 ⇒  D8≠8 ⇒  D3=8 ⇒  C3≠8 ⇒  
[ C7=8 , C8=8 ]  ⇒ A8≠8

C3≠8 という条件の元での内容元に戻る物を探すで
C7=8　また問題作成法については解ける C8=8
の内容どちらかが成り方立つつ

C7=8 の内容とき A8=8 ⇒  D8≠8 ⇒  D3=8 ⇒  C3≠8 ⇒  
C7=8  ⇒ A8≠8

C8=8 の内容とき A8=8 ⇒  D8≠8 ⇒  D3=8 ⇒  C3≠8 ⇒  
C8=8  ⇒ A8≠8

いずれ
の内容場合も入らないならば
A8≠8



  

E8≠5 ⇒  G8=5 ⇒  [ G5≠5 ] ⇒  [ D5=5 ,　F5=5 ] ⇒  E4≠5

よって E8=5



  

ミニブロック付きのチェーンきチェーンの関係を使った問題作成法について拡張するする

A8=8 ⇒  D8≠8 ⇒  D3=8 ⇒  C3≠8 ⇒  [ C7=8 , 
C8=8 ]  ⇒ A8≠8

２つを使った問題作成法についてまとめて１つ
の内容マスとするとき、として扱うう



  

赤で囲まれた部分を下のようにしても良いで囲まれた部分を下のようにしても良いまれた問題作成法について部分を下のようにしても良いを使った問題作成法について下の内容ようにしても入らないならば良いい



  

選択肢を使った問題作成法についてさらに１つ増やすやす



  

赤で囲まれた部分を下のようにしても良い色の内容部分を下のようにしても良いを使った問題作成法について加えるえる



  

実際の例１の内容例１



  

実際の例１の内容例２



  

拡張するした問題作成法についてチェーンの関係で問題を使った問題作成法について解けるいた問題作成法について結果

● 申の問題の内容問題1000万題は解ける全て解けた。て解けるけた問題作成法について。

● 現在、自作の内容問題で解けるけなテクニックの紹介い問題を使った問題作成法について探すしている。
● ワールの概要ドクラスとするとき、の内容問題では解ける解けるけなテクニックの紹介い問題も入らないならば存在す

る。
● 現在、解けるけなテクニックの紹介い問題を使った問題作成法についていかに解けるくアルゴリズム（手順）かについての内容調

査を実施中。を使った問題作成法について実施中。



  

申の問題の内容問題の内容作成法についてについて



  

スとするとき、テップ１

初期ヒントの位置を決めるヒンの関係トの位置を決めるの内容位置き）をを使った問題作成法について決めるめる



  

スとするとき、テップ２

答えを一つ作るえを使った問題作成法について一つ作る



  

スとするとき、テップ３

問題と初期ヒントの位置を決めるヒンの関係トの位置を決めるを使った問題作成法について合わせて問題を使った問題作成法について作る



  

スとするとき、テップ４

問題を使った問題作成法について解けるくアルゴリズム（手順）

元に戻る物を探すの内容答えを一つ作るえ

別の答えの内容答えを一つ作るえ



  

スとするとき、テップ５

答えを一つ作るえが２つ以上出てきたら、もう一度ステップ２てきた問題作成法についてら、も入らないならばう一度のスとするとき、テップ２
からやり方直すす



  

スとするとき、テップ２

答えを一つ作るえを使った問題作成法について一つ作る



  

問題と初期ヒントの位置を決めるヒンの関係トの位置を決めるを使った問題作成法について合わせて問題を使った問題作成法について作る

スとするとき、テップ３



  

スとするとき、テップ４

問題を使った問題作成法について解けるくアルゴリズム（手順）

答えを一つ作るえは解ける１つ



  

スとするとき、テップ５

答えを一つ作るえが１つだけだった問題作成法についての内容で、問題完成

問題 解ける答えを一つ作る



  

申の問題の内容問題作成の内容手順

スとするとき、テップ１　初期ヒントの位置を決めるヒンの関係トの位置を決めるの内容位置き）をを使った問題作成法について決めるめる。

スとするとき、テップ２　答えを一つ作るえを使った問題作成法について一つ作る。

スとするとき、テップ３　初期ヒントの位置を決めるヒンの関係トの位置を決めると答えを一つ作るえから問題を使った問題作成法について作成する。

スとするとき、テップ４　問題を使った問題作成法について解けるいて、答えを一つ作るえを使った問題作成法について計算する。

スとするとき、テップ５　スとするとき、テップ４で計算した問題作成法について答えを一つ作るえが２つ以上

　　　　　　　の内容場合は解けるスとするとき、テップ２へ戻る戻るってやり方直すし。

　　　　　　　答えを一つ作るえが１つの内容場合は解ける問題完成。



  

計算機を使った問題作成法についてによる問題作成法についての内容特徴

● 問題が大量にできる。にできる。
● 問題の内容難易度のを使った問題作成法について指定することができない（どんなすることができなテクニックの紹介い（手順）どんなテクニックの紹介

問題ができるか、できてみるまで分を下のようにしても良いからなテクニックの紹介い）。

● 問題を使った問題作成法について大量にできる。に作成し、その内容問題を使った問題作成法について解けるいてレベルの概要を使った問題作成法について
判定することができない（どんなし、レベルの概要別の答えに分を下のようにしても良いける。

● レベルの概要によっては解ける大量にできる。に問題ができるレベルの概要と、全て解けた。
くアルゴリズム（手順）問題ができなテクニックの紹介いレベルの概要がある。



  

レベルの概要 個のマスとするとき、数が同じで２以上４以下 割合 割合（手順）集積） テクニック

1 956577 9.57% 9.57% １国同盟と井桁

2 7383531 73.84% 83.40% ８国同盟と井桁

3 442741 4.43% 87.83% ３ｘ３AB

4 85518 0.86% 88.68% ２国同盟と井桁

5 21776 0.22% 88.90% ７国同盟と井桁

6 14900 0.15% 89.05% ２井桁AB

7 2640 0.03% 89.08% ３国同盟と井桁

8 0 0.00% 89.08% ６国同盟と井桁

9 2510 0.03% 89.10% ３井桁AB

10 0 0.00% 89.10% ４国同盟と井桁

11 0 0.00% 89.10% ５国同盟と井桁

12 64 0.00% 89.10% ４井桁AB

13-14 1081706 10.82% 99.92% チェーンの関係

15 8037 0.08% 100.00% ランの関係ダムチョイスとするとき、

ランの関係ダムに生成した問題作成法について申の問題の内容問題の内容レベルの概要分を下のようにしても良い布

合計 10000000 100% 100% 拡張するチェーンの関係



  

申の問題以外の問題作成の内容問題作成

スとするとき、テップ１　初期ヒントの位置を決めるヒンの関係トの位置を決めるの内容位置き）をを使った問題作成法について決めるめる。

スとするとき、テップ２　答えを一つ作るえを使った問題作成法について一つ作る。

スとするとき、テップ３　初期ヒントの位置を決めるヒンの関係トの位置を決めると答えを一つ作るえから問題を使った問題作成法について作成する。

スとするとき、テップ４　問題を使った問題作成法について解けるいて、答えを一つ作るえを使った問題作成法について計算する。

スとするとき、テップ５　スとするとき、テップ４で計算した問題作成法について答えを一つ作るえが２つ以上

　　　　　　　の内容場合は解けるスとするとき、テップ２へ戻る戻るってやり方直すし。

　　　　　　　答えを一つ作るえが１つの内容場合は解ける問題完成。



  

スとするとき、テップ１

初期ヒントの位置を決めるヒンの関係トの位置を決めるの内容位置き）をを使った問題作成法について決めるめる



  

スとするとき、テップ２～５

問題を使った問題作成法について作る



  

答えを一つ作るえ１つ

問題の内容精錬

答えを一つ作るえ１つ



  

問題の内容精錬

答えを一つ作るえ１つ 答えを一つ作るえ１つ



  

申の問題以外の問題作成の内容問題作成

スとするとき、テップ１　初期ヒントの位置を決めるヒンの関係トの位置を決めるの内容位置き）をを使った問題作成法について決めるめる。

スとするとき、テップ２　答えを一つ作るえを使った問題作成法について一つ作る。

スとするとき、テップ３　初期ヒントの位置を決めるヒンの関係トの位置を決めると答えを一つ作るえから問題を使った問題作成法について作成する。

スとするとき、テップ４　問題を使った問題作成法について解けるいて、答えを一つ作るえを使った問題作成法について計算する。

スとするとき、テップ５　スとするとき、テップ４で計算した問題作成法について答えを一つ作るえが２つ以上

　　　　　　　の内容場合は解けるスとするとき、テップ２へ戻る戻るってやり方直すし。

　　　　　　　答えを一つ作るえが１つの内容場合は解けるスとするとき、テップ６へ戻る。

スとするとき、テップ６　ヒンの関係トの位置を決めるの内容うち、除いたいても入らないならば答えを一つ作るえが１つである

　　　　　　　も入らないならばの内容を使った問題作成法について除いたくアルゴリズム（手順）。



  

計算機を使った問題作成法についてを使った問題作成法について使った問題作成法についてった問題作成法について問題作成について

● 問題作成は解けるすぐにできるが、その内容問題の内容レベルの概要を使った問題作成法について判
定することができない（どんなするには解ける問題を使った問題作成法について解けるくアルゴリズム（手順）必要があり方、そこに時間がかかがかか
る。

● ヒンの関係トの位置を決めるの内容数が同じで２以上４以下が少ない問題（非対称で最小は１７、対称でなテクニックの紹介い問題（手順）非対称で最小は１７、対称でで最小は１７、対称では解ける１７、対称で最小は１７、対称でで
最小は１７、対称では解ける１８）を使った問題作成法について作るの内容は解ける難しい。そういった問題作成法について問題を使った問題作成法について作る
には解ける別の答えの内容アルの概要ゴリズムが必要。

● 計算機を使った問題作成法についてなテクニックの紹介しで問題を使った問題作成法について作るの内容も入らないならば、それほど困難では解けるなテクニックの紹介
い。

● 計算機を使った問題作成法についてを使った問題作成法について使った問題作成法についてって作られている問題は解ける多い（おそらく書い（手順）おそらくアルゴリズム（手順）書
店で売られている問題集のほとんど）。で売られている問題集のほとんど）。られている問題集の内容ほとんど）。



  

N国同盟と井桁と井桁ABオペレーションの関係の内容関
係

2井桁ABオペレーションの関係2国同盟と井桁

プロジにある問題ェクションの関係



  

プロジにある問題ェクションの関係

(A2 = 3)   ⇒ 　(1,2,3)   ⇒ 　(2,3,1)  ⇒ 　(B3=1)

(B1 = 7)   ⇒ 　(2,1,7)   ⇒ 　(1,7,2)  ⇒ 　(A7=2)

(C5 = 2)   ⇒ 　(3,5,2)   ⇒ 　(5,2,3)  ⇒ 　(E2=3)

A,B,C,D,E,F,G,H,I  を使った問題作成法について  1,2,3,4,5,6,7,8,9 と考える。える。

（手順）A=1, B=2, C=3, D=4, E=5, F=6, G=7, H=8, I=9)

プロジにある問題ェクションの関係



  

A4={2,4}, A6={2,4} なテクニックの紹介らば

2,4  A1, A2, A3, A5, A7, A8, A9∉ X(N+1),…,X9

２国同盟と井桁

1,3,5,6,7,8,9  A4, A6 ∉ X(N+1),…,X9 なテクニックの紹介らば

2,4  A1, A2, A3, A5, A7, A8, A9∉ X(N+1),…,X9



  

1,3,5,6,7,8,9  A4, A6 ∉ X(N+1),…,X9 なテクニックの紹介らば

2,4  A1, A2, A3, A5, A7, A8, A9∉ X(N+1),…,X9

!(1,4,1),!(1,4,3),!(1,4,5),!(1,4,6),!(1,4,7),!(1,4,8),!(1,4,9)

!(1,6,1),!(1,6,3),!(1,6,5),!(1,6,6),!(1,6,7),!(1,6,8),!(1,6,9)

なテクニックの紹介らば

!(1,1,2),!(1,2,2),!(1,3,2),!(1,5,2),!(1,7,2),!(1,8,2),!(1,9,2)

!(1,1,4),!(1,2,4),!(1,3,4),!(1,5,4),!(1,7,4),!(1,8,4),!(1,9,4)



  

!(1,1,4),!(1,2,4),!(1,3,4),!(1,5,4),!(1,7,4),!(1,8,4),!(1,9,4)

!(4,1,1),!(4,3,1),!(4,5,1),!(4,6,1),!(4,7,1),!(4,8,1),!(4,9,1)

!(6,1,1),!(6,3,1),!(6,5,1),!(6,6,1),!(6,7,1),!(6,8,1),!(6,9,1)

なテクニックの紹介らば

!(1,2,1),!(2,2,1),!(3,2,1),!(5,2,1),!(7,2,1),!(8,2,1),!(9,2,1)

!(1,4,1),!(2,4,1),!(3,4,1),!(5,4,1),!(7,4,1),!(8,4,1),!(9,4,1)

!(1,4,1),!(1,4,3),!(1,4,5),!(1,4,6),!(1,4,7),!(1,4,8),!(1,4,9)

!(1,6,1),!(1,6,3),!(1,6,5),!(1,6,6),!(1,6,7),!(1,6,8),!(1,6,9)
なテクニックの紹介らば

!(1,1,2),!(1,2,2),!(1,3,2),!(1,5,2),!(1,7,2),!(1,8,2),!(1,9,2)



  

!(4,1,1),!(4,3,1),!(4,5,1),!(4,6,1),!(4,7,1),!(4,8,1),!(4,9,1)

!(6,1,1),!(6,3,1),!(6,5,1),!(6,6,1),!(6,7,1),!(6,8,1),!(6,9,1)

なテクニックの紹介らば

!(1,2,1),!(2,2,1),!(3,2,1),!(5,2,1),!(7,2,1),!(8,2,1),!(9,2,1)

!(1,4,1),!(2,4,1),!(3,4,1),!(5,4,1),!(7,4,1),!(8,4,1),!(9,4,1)



  

ピンの関係クの内容ところに１がなテクニックの紹介いなテクニックの紹介らば、黄色の内容所に にも入らないならば１は解けるなテクニックの紹介い

井桁ABオペレーションの関係



  

2井桁ABオペレーションの関係2国同盟と井桁

プロジにある問題ェクションの関係

2井桁ABオペレーションの関係2国同盟と井桁

プロジにある問題ェクションの関係

示したことした問題作成法についてこと

同様にしてにして



  

プロジにある問題ェクションの関係の内容活用できたら

● ２国同盟と井桁は解ける高速に計算可能に計算可能

● ２井桁ABオペレーションの関係は解ける計算が遅いい

● ２井桁ABオペレーションの関係の内容計算を使った問題作成法についてプロジにある問題ェクションの関係
を使った問題作成法について用できたらいて２国同盟と井桁の内容計算で置き）をき換えて、計算を高えて、計算を使った問題作成法について高
速に計算可能化



  

2井桁ABオペレーションの関係（手順）計算前）
2国同盟と井桁
（手順）計算前）

プロジにある問題ェクションの関係

２国同盟と井桁計算（手順）高速に計算可能計算）

プロジにある問題ェクションの関係

2国同盟と井桁
（手順）計算後） 2井桁ABオペレーションの関係（手順）計算後）

直す接だが遅いだが遅いい
計算ルの概要ートの位置を決める

プロジにある問題ェクションの関係の内容活用できたら



  

プロジにある問題ェクションの関係の内容活用できたら

● ３井桁、４井桁ABオペレーションの関係の内容計算も入らないならば３国同
盟と井桁、４国同盟と井桁の内容計算で置き）をき換えて、計算を高えることができる。

● 実際の例１の内容「チューター」で用いている。チューター」で用できたらいている。
● 計算スとするとき、ピードの内容向上にかなテクニックの紹介り方貢献



  

まとめ

● これまで学んだことの内容振り返りり方返りり方
● 計算機を使った問題作成法についてを使った問題作成法について用できたらいた問題作成法について問題作成法についての内容紹介（手順）あくアルゴリズム（手順）まで方法について

の内容１つ）

● N国同盟と井桁と井桁ABオペレーションの関係の内容関係の内容紹介
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